
ご意見 町の方針

③

施策6-1-3 学力向上の推進
　私は昨年11月2日、基本構想（案）に対する意見を提出しました。それら
について「町の方針」が示されましたが、前期基本計画の策定の中で、次
の２点については検討が不十分と感じました。
　政策6-1 みんなが一体となって栄っこを育成する教育を推進します
次のことを追加する。『小学六年と中学三年に行われる全国学力テスト
（全国学力・学習状況調査）の栄町平均値を県下トップクラスにすること
をめざします。その施策のひとつとして、「サタデーわくドラ」、「サ
マーわくドラ」活動の充実と参加率の向上を図る。栄町の小学校・中学校
の連携強化による実質的な小中一貫校のメリットを生かし栄町全体の義務
教育における学力の向上に努めます。栄町に移住すれば子供の成績が伸び
るとの評判を得ることになり、もって栄町への移住促進策の一助としま
す。』
　町の方針⇒具体的な取り組みであることから、基本計画の策定の中で検
討していきます。
　私の意見⇒今回の基本計画ではほとんど反映されていません。再検討を
お願いします。

 
・「県下トップクラスにすることをめざす」をいうご意見について
は、町として県平均を全ての教科で上回ることを目標としておりま
すが、現段階では、基本計画に記載できる段階ではないことから、
記載していません。

・学力の向上を目標にすることは当然であり、そのため基本計画で
は「わくわくドラム推進事業」を主な事業にしています。そのた
め、基本計画に改めて記載する事ではないため、記載していませ
ん。

・「小・中の連携教育」のご意見については、計画策定以前から、
既に、教職員の各組織において、連携教育が位置付けられ、行われ
ているところです。そのため、基本計画に改めて記載する事ではな
いため、記載していません。

・「移住施策の一助」というご意見については、第２章の重点プロ
ジェクトの「定住・移住プロジェクト」の関連施策に「学力向上の
推進」を位置づけて取り組むこととしています。

④

　政策6-3 政策生きがいが育める学習やスポーツ環境づくりを推進しま
す。
　次のことを追加する。『ふれあいプラザにある図書室を地域に誇れる本
格的な図書館として、栄町内外の有識者の知恵を引き出し全面リニューア
ルする。』
　⇒政策6-1,6-3を強力に推進するとともにその他の斬新的な施策を創造
し、北総地区ナンバーワンの文教都市・地域に育て上げる。
　町の方針⇒具体的な取り組みであることから、基本計画の策定の中で検
討していきます。
　私の意見⇒今回の基本計画ではほとんど反映されていません。再検討を
お願いします。

・「図書室を本格的な図書館に全面リニューアルする」ことについ
ては、面積的に本格的な図書館にすることは残念ながら無理です。

・「北総地区ナンバーワンの文教都市・地域に育て上げる」ことに
ついては、それに向かって近づけるようにしているところですが、
文言としてはとり上げておりません。

栄町第５次総合計画「前期基本計画（案）」に対するご意見と町の方針

①

Ⅰ．全般的な印象
　栄町第５次総合計画策定につきご尽力いただきありがとうございます。
全般的な印象について感じたことを述べさせていただきます。内容につい
て、私の理解不足などで頓珍漢なことや失礼なことがあればお許し願いま
す。
「成果指標」と成果を達成するための「主な事業」と「主な取組」との関
係が曖昧になっている。つまり、「主な事業」と「主な取組」を実施する
結果として、めざす「成果指標」が達成できるという論理的なつながりが
欠如しているケースが見受けられる。たとえば、「施策2-1-5 安食駅の利
便性の向上」では、二つの「主な事業」と一つの「主な取組」の実行とJR
安食駅の乗降車数を毎年110人の減少にとどめるという「成果指標」との論
理的な関係性は少ないと思われる。
　また、「主な事業」および「主な取組」に４年間のいつのタイミングで
実行するなどのスケジュールが明らかにされておりません。（「成果指
標」でわかるものもありますが）。「成果指標」にはスケジュールが明記
されているにもかかわらず、成果の前段である「主な事業」および「主な
取組」にもスケジュールを必要に応じて明らかにしていただきたい。これ
らについては、実施計画で明らかにされると思いますが、PLDCのプランの
段階でスケジュールを明らかにすることは当然のことだと思います。

・主な事業と主な取組みの中には、直接指標に結び付かないものも
含まれています。
　例示の「施策2-1-5 安食駅の利便性の向上」については、成田線
の本数を増加させ、さらに老朽化した駅舎を改築することにより、
鉄道利用者の利便性の向上やイメージアップが図れ、駅乗降者数の
減少が少なくなると考えています。
　一方、安食駅の利便性向上施策の中でも、自転車駐車場整備事業
のように、指標の数値と関係が薄いものもありますが、施策を推進
する事業と取組みは含めています。

・主な事業及び主な取組みのスケジュールについては、実施計画の
中で示しています。

②

Ⅱ．個別的な事項
施策2-1-5 安食駅の利便性の向上
事業１（新規）安食駅駅舎改築事業
　「誰もが利用しやすい駅にするため、安食駅舎の整備手法を検討すると
ともに、駅舎整備のための設計業務に着手します。」となっていますが、
整備手法を検討、駅舎整備のための設計業務に着手する前に、どのような
駅舎にするのか検討が先だと思います。町民や有識者の意見を幅広く聞い
た上で「新安食駅駅舎」構想をとりまとめ、多くの町民の賛同を得たうえ
で、次のステップに進むべきだと思います。

・どのような駅舎にするかは、ＪＲ側と調整した上で駅舎の構想
（案）をつくり、議会から意見を聴くとともに、パブリックコメン
トなどで町民の方からもご意見を聴きたいと考えています。


